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は
必
ず
し
も
周
辺
環
境
に
調
和
し
て
い

る
と
は
言
い
が
た
い
。
し
か
し
、
こ
の

状
況
も
将
来
的
に
周
辺
も
高
度
利
用
さ

れ
、
公
開
空
地
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

け
ば
街
並
み
と
し
て
調
和
し
た
も
の
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
に
本
計
画
の

敷
地
周
囲
に
設
け
た
広
場
や
外
壁
の
緑

化
の
取
り
組
み
が
生
き
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
か
ら
一
〇
年
く
ら
い
の

長
い
時
間
を
か
け
て
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
が
進
ん
だ
時
に
評
価
が
定
ま
っ
て
く

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
ろ
う
。

　
敷
地
周
辺
の
住
民
は
一
〇
年
以
上
前

か
ら
地
域
の
衰
退
を
感
じ
て
地
域
再
生

を
目
指
し
た
自
主
的
な
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
場
に
小
学
校

跡
地
の
権
利
者
で
あ
る
豊
島
区
が
参
画

し
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
話
し
合
い
が

進
め
ら
れ
、
法
定
市
街
地
再
開
発
に
よ

っ
て
区
庁
舎
と
共
同
住
宅
の
複
合
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
二 

〇
〇
六
年
に
再
開
発
準
備
組
合
を
設
立

し
、
二
〇
一
五
年
に
竣
工
す
る
ま
で
約

一
〇
年
掛
か
っ
て
い
る
息
の
長
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
豊
島
区
と
し
て
は
小
学
校
跡
地
分
と

し
て
取
得
し
た
権
利
床
と
旧
庁
舎
跡
地

の
定
期
借
地
権
代
に
よ
っ
て
財
政
支
出

ゼ
ロ
で
新
庁
舎
建
替
が
可
能
に
な
っ
た
。

地
価
が
高
く
、
容
積
率
も
高
く
設
定
で

き
る
豊
島
区
だ
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ

た
事
業
ス
キ
ー
ム
と
言
え
る
が
、
今
後

の
公
共
施
設
の
建
替
計
画
に
新
た
な
取

り
組
み
の
可
能
性
を
投
げ
か
け
た
意
味

も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
建
物
は
九
階
建
て
の
庁
舎
棟
の
上
に

　
二
〇
一
四
年
、
東
京
二
十
三
区
の
中

で
唯
一
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
な
っ

た
豊
島
区
の
区
庁
舎
で
あ
る
。

　
池
袋
駅
周
辺
の
商
業
エ
リ
ア
の
に
ぎ

わ
い
は
変
わ
ら
な
い
が
、
若
い
女
性
の

居
住
者
が
減
少
し
都
市
の
持
続
性
に
赤

信
号
が
点
灯
し
た
。
計
画
地
は
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
南
側
の
木
造
住
宅
密
集

地
帯
で
、
整
備
中
の
都
市
計
画
道
路
に

面
す
る
。
道
路
が
通
り
都
市
計
画
が
見

直
さ
れ
る
新
し
い
街
へ
の
息
吹
が
感
じ

ら
れ
る
地
域
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
い
っ
た
印
象
を
受
け
た
。
現

時
点
で
は
周
辺
に
は
低
層
の
木
造
住
宅

や
店
舗
が
残
り
、
本
計
画
の
ス
ケ
ー
ル

選
評

＞＞ としまエコミューゼタウン

「けやき広場」から全体を見る。

と
し
ま

エ
コ
ミ
ュ
ー
ゼ
タ
ウ
ン

＜ 2017年 第58回 BCS賞受賞作品 ＞　静岡県草薙総合運動場体育館（このはなアリーナ）　新宿東宝ビル　
太子町新庁舎「太子の環」人がつどう・まちをめぐる・太子がつながる　竹中大工道具館新館　敦賀駅交流施設「オルパーク」・駅前広場キャノピー　TSURUMIこどもホスピス　
東京駅八重洲口開発：グランルーフ、グラントウキョウノースタワー、グラントウキョウサウスタワー、駅前広場　TOTOミュージアム　桐朋学園大学調布キャンパス1号館　
としまエコミューゼタウン　TOYAMAキラリ　虎ノ門ヒルズ（環状第二号線新橋・虎ノ門地区第二種市街地再開発事業Ⅲ街区）　　直島ホール　MIZKAN MUSEUM　YKK80ビル
 ［特別賞］日本橋ダイヤビルディング 「江戸橋倉庫ビル」の保存・再生　早稲田大学 早稲田キャンパス3号館

2017年 第58回
BCS賞受賞作品紹介

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2017年で58回を数えます。

エコヴェール越しに空と街を望む。 エコヴェール
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は実現できないことばかりであります。
　豊島区は、近年「住みたいまち」の調査でも上
位に選ばれておりますが、これらは、としまエ
コミューゼタウンの整備を契機とした公民連携
のまちづくりが評価された結果と受け止めてお
ります。
　今後も、本賞の名に恥じぬよう、関係の皆様
と協力しあい、建築物の理念と成果を後世まで
継承すべく努力してまいります。

　財政危機にあった豊島区の新庁舎建設が、と
しまエコミューゼタウンとして実現しました。
国内はもとより海外からも注目され、視察が相
次いでいます。これは、この建築物に様々な方
の知見と、まちづくりへの情熱が結集している
からではないでしょうか。
　市街地再開発事業による街並み整備をはじめ、
税負担ゼロの国内初のマンション一体型庁舎、
細部にわたる防災・環境配慮等々、行政のみで

公民連携のまちづくりをめざして建築主
より

施工者
より 街と庁舎を繋ぐ「エコヴォイド」

も実現することが出来ました。プロジェクト関
係者が一体となり、全員の知恵と工夫を集結さ
せたこと、また、作業所スローガンに「やるべ
きことをやる！みんなでやる！」を掲げ、所員・
職長会・作業員が「一体感」をもって全員で一致
団結して工事に取り組んだことがこの結果に繋
がったと思います。一体感を共有して頂きまし
た関係者の皆様、本当にありがとうございまし
た。

　本物件は、豊島区本庁舎と高層マンションを
一体化した全国初のプロジェクトであり、区の
掲げる環境都市づくりに沿い「文化・環境都市
のシンボル庁舎」を目指した非常に注目度の高
いプロジェクトでした。施工計画では、建築
主・設計者・施工者が協議しながら高速施工等
の施工技術の検討を行い、工期短縮・施工効率
化・高品質化等を実現することができ、また、
施工難度の高いエコヴェール・エコミューゼ等

一体感でつくりあげた
「文化・環境都市のシンボル庁舎」

大成建設株式会社
東京支店建築第一部
工事長

宮田哲治
Tetsuji Miyata

＞＞ としまエコミューゼタウン

免
震
層
を
挟
ん
で
四
〇
層
の
超
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
が
載
る
構
成
で
あ
る
。

　
九
階
建
て
の
庁
舎
棟
の
外
周
部
を

「
エ
コ
ヴ
ェ
ー
ル
」
と
名
付
け
ら
れ
た
環

境
皮
膜
が
覆
う
。

　「
エ
コ
ヴ
ェ
ー
ル
」
は
ユ
ニ
ッ
ト
化
さ

れ
た
パ
ネ
ル
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
緑

化
パ
ネ
ル
の
印
象
が
強
い
が
、
太
陽
電

池
、
再
生
木
ル
ー
バ
ー
、
ガ
ラ
ス
な
ど

複
数
の
素
材
か
ら
な
っ
て
お
り
多
様
性

と
大
壁
面
の
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
に
成
功

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
庁
舎
棟
の
屋
上
に
か
つ
て
区

内
に
存
在
し
た
雑
木
林
を
再
生
し
た

｢

豊
島
の
森｣

を
設
け
、
雨
水
を
利
用

し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど
も
あ
り
、
小
学

生
の
自
然
観
察
の
場
な
ど
と
し
て
開
放

し
て
い
る
こ
と
も
新
し
い
庁
舎
の
あ
り

方
と
し
て
興
味
深
い
。「
豊
島
の
森
」
か

ら
流
れ
出
し
た
雨
水
は
、
南
側
外
壁
に

沿
っ
て
設
け
ら
れ
た
各
階
の
緑
化
テ
ラ

ス
を
せ
せ
ら
ぎ
と
な
っ
て
流
下
し
、
最

終
的
に
地
下
ピ
ッ
ト
で
浄
化
さ
れ
循
環

す
る
。
そ
れ
ら
全
体
を
垂
直
庭
園｢

エ

コ
ミ
ュ
ー
ゼ｣

と
名
付
け
て
い
る
。
建

築
の
外
壁
と
一
体
と
な
っ
た
環
境
配
慮

型
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
新
し
い
取
り
組

み
で
あ
る
。

 ［
選
考
委
員
］

西
沢
立
衛
・
能
勢
修
治
・
尾
﨑 

勝

各階住戸からの優れた眺望 外部に大きく開かれた議場

豊島区長

高野之夫
Yukio Takano

設計者
より

は、地域の魅力と新しい暮らし、街並みを作る
ことと空に映えることなど、この建築物に要望
される多様な価値観の表現をバランスさせる
ことだったと考えます。これらの難問を超えて
このような賞の栄誉に浴し得たのはひとえに
豊島区をはじめとする事業者の皆様のご指導と、
建設に携わられた方々のご協力とご努力によ
るものと思い、深甚なる感謝を申し上げる次第
です。

　としまエコミューゼタウンは市街地再開発事
業でしたが、それにしては異例といえるほど順
調に進んだプロジェクトでした。日本設計が設
計者として参加したのが2003年の年末、基本
設計が始まり、隈事務所、ランドスケープ・プ
ラスとチームを組んだのは2009年の夏でした。
進行は順調だったとはいえ、建築的・技術的に
はいくつもの関門をくぐり抜けて完成に至って
います。いま思えばその中でも最も難しい問い

協働の力で多様性を統合する

株式会社日本設計
執行役員フェロー

黒木正郎
Masao Kuroki

計画概要 建築主：南池袋二丁目A地区市街地再開発組合
　　　　（豊島区・（一財）首都圏不燃建築公社・
　　　　東京建物㈱）

設計者：㈱日本設計／㈱隈研吾建築都市
　　　　設計事務所／㈱ランドスケープ・
　　　　プラス／大成建設㈱

施工者：�大成建設㈱ 所在地：東京都豊島区南池袋 2-45-1
竣工日：2015年3月2日

敷地面積：	 8,324㎡ 
建築面積：	 5,319㎡
延床面積：	94,681㎡ 

階数：地上49階、地下3階、塔屋2階
構造：�鉄筋コンクリート造、鉄骨造
　　　（一部鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨コンクリート造）


